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いうテクスト的事実 (Med.,AT-VII, 49; ibid., 56; 2ae Resp., AT-VII, 140; 
Sae Resp., AT-VII, 358; 6ae Resp., AT-VII, 427; P.Ph., AT-VIII, 19-20; 3; 







いと経験する」 (2aeResp., AT-VII, 140.)や「自分自身のみを顧慮する場合、
意志的であることと自由であることとが一つの同じものであるということを





































の認識である [experientiaest cognitio singularium ex multiplicatis accepta 






























って知られているだけではもはやないのである」 (ScoTus,Ordinatio, I, 
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実際に、物体には多くの孔があること (LaDioptrique, AT-VI, 87.)、地球上
で観察される物体のあらゆる運動は円運動であること (LeMonde, AT-XI, 
19.)、重さをもつ物体は地球の中心に向かって降下していくこと (Principes























る」 (2aeResp., AT-VII, 140.)・「自身のうちにおいて省察する精神は、自ら． 
が思惟することを経験できる」 (SaeResp., AT-VII, 358.)・「私たちは、常に、
私たち自身のうちにおいて、自らが思惟することを経験しないということは
ありえない」 (6aeResp., AT-VII, 427.)・「もとより私は、「私は思惟する、． 
ゆえに私は存在する」というように、私自身のうちで経験するものにだけ私
は注意を向けるのであって、そのように「すべて思惟するものは存在する」





















もの〉や〈記憶から生じるもの〉とはみなされえないと考えられる。それら. . . . . 























よって導出される〕一般的な規則のことである [Primoest sensus, secundo 





操舵手がおらずに揺れ動く船に等しいからだ [Experientiaest quaedam 
cognitio nullo docente, per usum contingens. In Physicis tantum obtinet, sed 











ることを経験することはない[[. ]ejus proculdubio conscius essem. Sed & 
nullam esse experior]」(Med.,AT-VII, 49.)が「〔私が自身を継続的に存在
させうる力をもっているとすれば〕私は少なくともそれを思惟し、また認識
していなければならないだろう。しかし私は自身のうちでそれについて何を．． 
も感じることはない［je devrais a tout le moms le penser, & en avmr 
connaissance; mais je n'en ressens aucune dans moi」(AT-IX-1,39.) と、
② 「自身のうちで、自身が存在するのでない限り思惟することはありえない． 
と経験する [apudse experiatur, 五erinon posse ut cogitet, nisi existat]」(2ae
77 (8) 
Resp., AT-VII, 140.)が「自身のうちで、自身が存在するのでない限り思惟． 
することはありえないと感得する ["I1 sent en lm-meme qu'il ne se peut pas 
faire qu'il pense s'il n'existe]」(AT-IX-1,110-111.) と、③ 「私たちが自身の． 
うちで経験するすべての恩惟の様態は、二つの一般的なそれに帰着されうる
[omnes modi cogitandi, quos in nobis experimur, ad duos generates referri . . . 
possunt]」(P.Ph.,AT-VIII, 17.)が「私たちが自身のうちで気づくすべての
思惟の様態は、二つの一般的なそれに帰着されうる [toutesles fac;ons de 
penser que nous remarquons en nous, peuvent etre rapportees a deux 
generales]」(AT-IX-2,39.) と、④「このような自由が私たちのうちにある． 
ことを経験した [hancin nobis libertatem esse experiebamur]」(P.Ph.,AT-． 
VIII, 20.)が「私たちは極めて大きな自由を自身のうちで知得した [nous
apercevions en nous une liberte si grande]」(AT-IX-2,41.) と、⑤ 「私た
ちは、対象のうちに存すると私たちが想定するところの色と、感覚のうちで． 
経験される色とのあいだの類似性を知解しえない [neeullam similitudinem 
intelligere possimus, inter colorem quem supponimus esse in obJectis, & 
illum quem experimur esse in sensu]」(P.Ph., AT-VIII, 34.)が「私たちの.. . 
理性は、対象のうちに存すると私たちが想定するところの色と、私たちの感
覚のうちに存する色とのあいだの類似性を私たちに知覚させはしない [notre
raison ne nous fasse apercevoir aucune ressemblance entre la couleur que 
nous supposons etre en cet objet & celle qui est en notre sens]」(AT-IX-2,



























































































































精神が「自らが思惟することを経験する」 (SaeResp., AT-VII, 358.) という
ことは、精神が「現実的に [actu]思惟する」 (2aeResp., AT-VII, 151.)こ
とに他ならない。そして自らの思惟が現前している、すなわちそれが主体に
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獣と同じ仕方で活動するという意見を変えるよりはむしろ、自らにおい
て蓋誠＊しないでいることの不可能な、あの自身の思惟さえも自らから
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